








研究目的 

前年度に引きつづいて,High risk 妊娠の周産期における注意事項として,本年度は特に

Ris-k factor の重みづけを求め,もって実地医家が数多い診療項目の中から,どれを重点的

にとりあげていくべきかを検討し,管理に関する指導要項を作成することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


